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【NEWS RELEASE】 2025 年 4 月 16 日 

 サーモス株式会社 

 

 

 

 

 

 魔法びんのグローバル企業として、人と社会に快適で環境にもやさしいライフ
スタイルを提案するサーモス株式会社（本社：東京都港区 社長：片岡 有二）は、
オフィシャルパートナーである川崎フロンターレと共に「神奈川こども食堂・地
域食堂ネットワーク」への支援を実施し、サーモスのフライパン 200 枚を神奈
川県内のこども食堂・地域食堂等 66 か所に贈呈しました。フライパンの贈呈式
は、2025 年 3 月 21 日（金）に神奈川県平塚合同庁舎にて実施いたしました。 

子ども食堂は、食事の提供や居場所づくりなどを行う場所で、家庭環境の変化
などから需要が高まる一方、運営にあたっては様々な課題があります。子ども食
堂が抱える調理の効率化といった課題を解決するために、2024 年に初の共同支
援として川崎フロンターレとサーモスが連携し、「かわさきこども食堂ネットワ
ーク」を通じてサーモス製品を贈呈し、川崎市内の子ども食堂での調理効率化に
貢献しました。 

このたび、川崎フロンターレとサーモスは、子ども食堂が抱える調理の効率化
といった課題を解決するために「神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク」へ
の支援に参画することにいたしました。 

 

◆株式会社 川崎フロンターレ プロモーション部 マネージャー 黒木 透氏 

最初に川崎フロンターレ 黒木氏より、支援背景について説明しました。『川崎フロンターレでは子ども食堂・
地域食堂の中間支援団体である「かわさきこども食堂ネットワーク」が抱えていた、市内の子ども食堂への配布
の調整や、企業からの贈呈品の管理に関するお悩みをお聞きしたことをきっかけに、課題解決に向けて 2022 年
8 月より、「川崎フロンターレ かわさきこども食堂ネットワーク支援」を立ち上げました。 

また、子ども食堂の利用者数が年々増加しているため、運営側は調理し提供する食事の量が増加し、調理に割
く時間が圧迫されています。これらの課題は、川崎市だけでなく、神奈川県内の子ども食堂・地域食堂全体に共
通する問題と聞いております。そこで、このたびオフィシャルパートナー企業であるサーモスのフライパンを神
奈川県内の子ども食堂・地域食堂に提供することで、子ども食堂の調理効率のアップにつながり、課題解決につ
ながると考えております。当社は、今回の取り組みをはじめとする「川崎フロンターレ SDGs」を通じて、多く
の方々とつながりを築き、単なるサッカークラブにとどまらず、地域の社会インフラとしての役割を担えるクラ
ブを目指してまいります』 

 

◆「神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク」世話人 佐藤 由加里氏 

続いて、「神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク」の世話人を務めている佐
藤氏より、今回の贈呈に対する感謝の言葉と、子ども食堂が抱える課題と現状につ
いて説明しました。『昨年度は、川崎市内の子ども食堂等にフライパンをはじめと
した調理器具などのご支援をいただきました。その際には大変好評を得ており、贈
呈後にサーモス様と意見交換の中で、子ども食堂等は神奈川県にも数多く存在し、
同様の課題を抱えていることにとても関心を寄せていただきました。そして今回、
神奈川県内の子ども食堂等にフライパンの寄贈をいただける運びとなりました。
当ネットワークに参加している子ども食堂等を代表して感謝申し上げます。 

また、子ども食堂等の開催にあたって、限られた調理環境かつ短時間で調理をす
る必要があり、調理の段取りやメニューに苦心しております。今回、贈呈いただく
サーモスのフライパンは、大口径で深いタイプのため、一度にまとまった量の調理
をすることができます。またお手入れも簡単なので、子ども食堂等を支えてくださ
るボランティアスタッフの負担軽減につながり、時間に余裕ができることで、参加
している子どもたちとふれあう機会が増えると思います』 

川崎フロンターレと共に「神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク」への支援を実施 

神奈川県の子ども食堂にサーモスのフライパン 200 枚を贈呈 

左から 川崎フロンターレ 黒木 透

氏、サーモス 西郡 光隆、神奈川こ

ども食堂・地域食堂ネットワーク 早

川仁美氏、佐藤由加里氏 

実際にこども食堂で使用されている様子 
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◆サーモス株式会社 社長室 経営企画課 マネジャー 西郡 光隆 

最後に当社の西郡より、今回の贈呈経緯について説明しました。『サーモス
では“人と社会に快適で環境にもやさしいライフスタイルを提案する”という
企業理念のもと、サスティナビリティを意識した経営を行っております。この
たび、様々な SDGs 貢献活動に取り組まれている川崎フロンターレ様を通じ
て、神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク様でのご支援を開始することと
なりました。食事の提供や居場所づくりなどを目的とする子ども食堂は、家庭
環境の変化などから需要が高まっている一方、運営にあたっては様々な課題
を抱えていると認識しております。そこで当社では、社会課題の解決を目指す
方々の趣旨に賛同し、食にまつわる製品やサービスを提供する企業として、弊
社の製品を贈呈いたします。サーモスのフライパンの多くが、深型設計となっており一度に多くの量の調理を行
うことができることから、大人数向けの調理時に適しております。今回の贈呈を通して、子ども食堂のスタッフ
が効率的に作業できることで、提供メニューの幅が広がり、時間に余裕ができ、子どもたちと触れ合う機会が増
え、子ども食堂を利用する子どもたちの笑顔が広がることを願っております』 
 
■神奈川こども食堂・地域食堂ネットワークへの支援内容 
内 容：販売店様の流通過程で発生する未使用かつ使用可能な製品「フライパン」を神奈川こども食堂・地域食  
       堂ネットワークに 200 枚提供 

 
 
 
 
 
 
■「神奈川こども食堂・地域食堂ネットワーク」とは 
子どもの支援・居場所づくりを行う子ども食堂・地域食堂が集まる神
奈川県域のネットワーク団体です。実践団体の交流、学びあいの場を
つくっています。子どもの支援を行う様々な組織と子ども食堂・地域
食堂との連携をはぐくみながら、子どもの健やかな成長を見守れる地
域社会づくりを目指しています。 

■当社とプロサッカークラブ川崎フロンターレとの取り組み 
2022 シーズンに川崎フロンターレとサーモスはクラブパートナー契約
（パーティーシートネーミングライツ）、2023 シーズンよりオフィシャ
ルパートナー契約を締結しました。オフィシャルパートナー契約を通じ
て、様々な取り組みを推進します。 

 


